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����年 �月 ��日（金）、ベルサール東京日本橋にて「Innovation 
Field ����」を開催いたします。

オープンイノベーションの加速・推進を掲げるカンファレン
ス「Innovation Field」は、���� 年の開始以来毎年開催を重ね、
今年で第 �� 回を迎えます。
今回は、みずほ証券株式会社 有限責任 あずさ監査法人に株式
会社みずほ銀行を新たな共催に加え、 今後のスタートアップ育
成と日本経済の発展に資する価値提供やネットワーキングの
場を提供することを目指しています。

本カンファレンスでは、「グロースファイナンス」、「Go Global」、
「スケールアップ」の � つをテーマに第一線で活躍される皆さ

まにご登壇いただき、 ディープテック企業が社会実装を実現す
る上で必要な要素、スタートアップの成長を加速させるため
の方策、 グローバルなエコシステムの構築に向けた推進策など
に関するパネルディスカッションを予定しています。
また、会場で生まれるシナジーを重視し、新たなイノベーショ
ンやビジネスのきっかけを生み出すネットワーキングの場も
設けます。

さらに、先端技術や独自ビジネスモデルを有するスタートアッ
プによるピッチ、 ならびにオープンイノベーションを活用して
新たな事業価値を創出する大企業によるリバースピッチの実
施を予定しています。 これにより、参加者同士の交流を促進し、
実践的な知識とネットワーク得られる機会を創出します。
是非、ご期待ください。

市場環境が変化する中でも、力強い成長曲線を描く鍵は「大型投資」と「M&A」の実行力にあ
ります。本セッションでは、日本を代表するVCであるインキュベイトファンドの代表パートナー
のポール・マクナーニ氏と、みずほ銀行の中馬和彦・春原康人両執行役員が登壇し、スタートアッ
プに必要な資金の組み立て、デット導入のタイミングと条件交渉などを論点に、実践的な「グ
ロースファイナンス」の勝ち筋を提示します。

エクイティとデット活用が切り拓くスタートアップの成長戦略

日本のサイエンスは越境できるか

社会実装に向けたスペーステック企業の挑戦

お申込み完了後にメールにてお送りする QRコード
を当日受付でご提示ください。
当日の受付時お名刺を � 枚お預かりいたします。

お手数ですが、参加をご希望される場合は Web
からの参加登録をお願いします
※お申込み完了後、メールに QR コードが発行さ
れますので当日の受付でご提示ください。

従来多くのスタートアップは国内市場のみを事業活動の領域としていましたが、昨今世界に事業
領域を拡大しているスタートアップが増加している「Go Global」。本パネルディスカッションでは、
主にバイオテックやメドテック業界にて、立ち上げ段階から海外で事業展開を実践してきた経営
者、それを支えるベンチャーキャピタリスト、さらには世界の市場を熟知している専門家を加え、
世界トレンドの変化や人材育成などグローバル市場で成功するための視点を多角的に議論しま
す。日本の強みを世界でどう活かしていくのか、パネリストの経験と具体的な示唆を通じて、世
界で活躍するスタートアップが増加するための一歩を考える機会を提供します。

「ディープテック企業のスケールアップ」をテーマとする本セッションでは、社会実装が先行し
て進む宇宙産業を取り上げます。上場・未上場の宇宙企業の経営者および宇宙政策を主導する有
識者をパネリストに迎え、ディープテック企業の成長を加速させる要諦や、各社が直面する課題
を多角的に議論します。ディープテックを日本企業の新たな成長機会へと繋げるための洞察や、
日本を代表するスタートアップの創出・育成に関する示唆を得られる貴重な機会です。

グロースファイナンス

Go Global

スケールアップ

（受付・開場時間 ��:��）

ベルサール東京日本橋 �F
〒���-����　東京都中央区日本橋 �-�-� 東京日本橋タワー �F
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5.29 https://innovationfield.v�.nex-pro.com/
特設サイト

2026

13:30 - 19:30Fri

Beyond Next Big Thing ～社会実装が拓く持続的成長～
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パネルディスカッションの合間の時間に行う

交流会になります。

意見や感想の交換などにご利用ください。

＜出展社（予定）＞

オービックビジネスコンサルタント（協賛社）

 CPA エクセレントパートナーズ（協賛社）

 プロネクサス（協賛社）

 Atomis（登壇者）

 インスタリム（登壇者）

りらいぶ（登壇者）

クリーンプラネット（登壇者）

 Tokyo Artisan Intelligence（登壇者）

and more

全プログラム終了後に懇親会が行われます。飲食物も運営側でご用意いたします。
交流を深める場としてお気軽にご参加ください。

13:30 - 13:45

13:50 - 14:20

14:40 - 15:40

14:30 - 15:30
14:20 - 16:40

16:00 - 17:00

17:20 - 18:20

18:30 - 19:30

タイムスケジュールは、予告なく変更となる可能性がございます。
社名五十音順で掲載しています。登壇順とは異なりますので、予めご了承ください。PROGRAM

■当日の参加方法について
お申込み完了後にメールにてお送りする QR コードを当日受付でご提示ください。
当日の受付時お名刺を � 枚お預かりいたします。
受付時間　��:��～��:��　※事前申し込み制（当日の申し込みは ��:�� まで）

■感染症対策について
イベント当日に発熱・体調不良等の症状がある方は来場をお控え下さい。

Information

■お問い合わせ先

Innovation Field ���� 事務局
　  innovationfield@nex-pro.com
※お返事にはお時間を頂戴する場合がございます。あらかじめご了承ください。

展　示
ネットワーキング会場

展示・ネットワーキング

懇親会

開会挨拶

キーノートスピーチ

パネルディスカッション➀　グロースファイナンス

パネルディスカッション➁　Go Global

パネルディスカッション➂　スケールアップ

ピッチセッション➀

ピッチ会場

＜ 受付・開場時間 ��:�� ＞ ＜ 受付・開場時間 ��:�� ＞＜ 受付・開場時間 ��:�� ＞

キーノートスピーチ
パネルディスカッション会場

15:50 - 16:20
ピッチセッション➁

16:30 - 17:10
ピッチセッション➂

※ピッチセッションはリバースピッチとスタートアップピッチがございます。

休憩 �� 分

休憩 �� 分
休憩 �� 分

休憩 �� 分

休憩 �� 分


